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新しい経 口用セフ ァロスポ リン剤であるCS-807を,急 性単純 性膀胱炎33例,急 性単純性腎孟腎

炎2例,慢 性複雑性尿路感染症56例,尿 道炎4例 の計95例 に対 して,1回100mgま たは200mg,1

日2回(1例 のみ3回),3～14日 間経 口投与 し,次 の成績 を得た。

1)UTI薬 効評価基準に合致 した急 性単純性膀胱 炎24例 では,著 効23例,有 効1例 であ り総合

有効率は100%で あった。 また慢性複雑 性尿路感染症44例 では,著 効22例,有 効8例,無 効14例 で

総合有効率68%で あった。

2)細 菌学的効果 は,急 性単純性膀胱炎では菌消失率100%,慢 性複雑性尿路感染症では64株 中

47株が消失 し,菌 消失率73%で あった。

3)急 性単純性腎孟腎炎 と尿道炎の主治医判定はそれぞれ100%の 有効率であった。

4)副 作用は1例 に胸やけがみ られたが,臨 床検査値の異常変動 は認 められなかった。

cs-807(Fig.1)は 三 共株 式 会 社 で 開発 され た新 しい

経口用セフ ァロス ポ リン剤 で あ り,腸 管 壁の エ ス テ ラー

ゼによ り加 水分 解 され活 性 なR-3763(Fig .1)と な る。

Fig. 1 Chemical structure of CS-807 and R-3763

CS-807

R-763

R-3763は,グ ラム陽性菌,陰 性菌に広範な抗菌 スペ ク

トルを有 し,β-lactamaseに も安定 とされている1)。

このたび,泌 尿器科領域 の尿路感染症に本剤を投与 し

て臨床効果および副作用を検討 したので報告する。

1.対 象 お よび方 法

1.対 象

対象患者は徳島大学医学部附属病院泌尿器科および当

科関連病院を受診 した尿路感染症患者で,治 験 の同意の

得 られた95症 例 と した。疾 患の内訳 は,急 性 単純性膀

胱炎33例,急 性単純性 腎孟腎炎2例,慢 性 複雑性尿路

感染症56例,尿 道炎4例 で あった。年齢 は21歳 か ら89

歳(平均60歳)で,男 性27例,女 性68例 であった。

2.投 与方法

投与方法 は,急 性単純性膀胱 炎に対 しては本剤 を1回

100m島1日2回,3日 間投与 を原則 とした。急性 単純

性 腎孟 腎炎 と慢性複雑性尿路感染症 に対 して は,1回

100～200mg,1日2回,5日 間投与 を原則 とした。尿

道炎 に対 しては1回200mg,1日2回,5日 間投与 とし

た。なお,本 剤の薬効に影響 を与 える他の薬剤 の併用は

行わなかった。
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Table 1 Clinical summary of acute uncomplicated cystitis treated with CS-807 (1)
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Table 1 Clinical summary of acute uncomplicated cystitis treated with CS.807 (2)

*
 Before treatment

AfteTt Teatment

3.効 果判定基準

UTI薬 効評価基準(第3版)2)に 合致 する症例 では本

基準に従い判定 したが,同 時 に自他覚症状 膿尿 細菌

尿の推移から,著 効,有 効,や や有効,無 効,判 定不能

の5段 階評価による主治医独 自の判定 も併 せて行 った。

尿道炎症例では,自 覚症状 と尿道分泌物 中の白血球,細

菌の消長を加味して主治医判定を行 った。

II.臨 床 成 績

1.急 性単純性膀胱炎

急性単純性膀胱炎33例 の臨床成績 をTable1に 示 し

た。主治医判定 では全例 が著効 であった。UTI薬 効評

価基準に合致 した24例 では,著 効23例,有 効1例 で総

合有効率は100%で あった(Table2)。

2.慢 性複雑性尿路感染症
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Table 2 Overall clinical efficacy of CS.807 in acute uncomplicated cystitis

慢性 複雑性尿路感染症56例 の臨床成績 をTable3に

示 した。主治医判定 では著効26例,有 効14例,や や有

効4例,無 効12例 で有効率 は71%で あった。UTI薬 効

評価基準 に合致 した44例 では,著 効22例,有 効8例,

無効14例 で総合有効率 は68%で あった(Table4)。 疾

患 病態 群別 の総 合臨 床効 果 は,第2群50%,第3群

50%,第4群87%,第5群29%,第6群60%で あった

(Table5)。

3-急 性単純性腎孟腎炎お よび尿道炎

急性 単 純 性 腎孟 腎 炎 お よ び尿 道 炎 の臨 床 成 績 を

Table6に 示 した。急性単純性腎孟腎炎の2例 は5日

目に判定 したが,自 覚症状消失,膿 尿消失,細 菌尿が消

失 し主治医判定 は著効 で あった0尿 道 炎の4例 は1V.

80norrhoeaeは 検 出 されず,Ctmchomt誌 の検索は

行 っていないが,全 例に自覚症状の消失 と尿道分泌物中

の細 菌の消失がみ られた。5日 目の主治医判定 は尿道分

泌物 中の白血球が消失 した2例 は著効,改 善 した2例 は

有効 と判定された。

4.細 菌学的検討

UTI薬 効評価基準合致例の細菌学的効果 をTable7,

Table8,Table9に 示 した。急性単純性膀胱炎 では

24株全てが消失 したが,そ の うち16株 はE60liで あっ

た(Table7)。 慢性複雑性尿路 感染症では64株 中47株

が消失 し,菌 消失率 は73%で あった(Table8)。 投与

後 出現菌は6菌 種11株 が認め られたが,Efaecalis,P

aeruginosaが 多か った(Table9)。

5. 副作用

副作用 は慢性複雑性尿路感染症の1例(Case no.81)

に胸焼 けが認められたが,他 に何 ら憂慮すべ き副作用は

なか った。本剤 による臨床検査値の異常変動は1例 も認

められなか った。

m.考 察

CS-807は 従来の経 ロセ ファロスポ リン剤に耐性の

Cfreundii,Ecloacu,Smrcesceusな どに対しても

抗菌力 を示 し,β-lactamaseに 極 めて安定とされてい

る1)0今 回,わ れわれは泌尿器科領域の尿路感染症に対

し本剤を投与 し,臨 床効果 と副作用について検討した。

急性単純性膀胱 炎33例 に対 して,1回100mg,1日2

回,3日 間投与 した成績では,主 治医判定が全例に著効

と判定 された。 また,UTI薬 効評価基準 に準 じた判定

において も100%の 総合有効 率が得 ら礼 特に著効率が

96%と 優れ ていた。起炎菌 の うち圧倒 的多数を占めた

Ecoliに 対す るMICは 全てが0.39μg/ml以 下で,株

数は少ないがS. epidermid誌,Cかeundiiで も低い

MICで あった こと,1日2回 投与で高い著効率が得ら

れたことから,急 性単純 性膀胱炎に対する本剤の有用性

は充分評価 に値するもの と思われた。

慢性複雑性尿路感 染症56例 に対 する主治医判定では

有効率71%,UTI薬 効評価基準合致 した44例では著効

率50%,総 合有 効率68%と いずれ も良好であったbま

た,UTI疾 患病態別 では,最 も症例の多かった第4群

で87%,少 数例 ではあるが第6群 で60%と 良好な成績
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Table 4 Overall clinical efficacy of CS-807 in complicated UTI

Table 5 Overall clinical efficacy of CS-807 classified by the type of infection
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Table 6 Clinical summary of acute uncomplicated pyelonephritis and urethritis treated with CS.807

*
 Before treatment

After treatment

Table 7 Bacteriological response to CS-807

in acute uncomplicated cystitis

* Persisted: Regardless of bacterial count

が得られた。単数菌感染群 で81%,カ テーテル非 留置

群で76%と 高い総合有効率 であったが,複 数 菌感 染群

では,47%,カ テーテル留置群 では29%と 有効率 が低

下していた。その原因 として,複 数菌感染群の無効9例

中7例 に投与前分離菌に本剤 の抗 菌力 の及 ばないE

血mlisかPaemginosaが 含 まれていた こと,ま た,

カテーテル留置群の無効5例 中1例 にPaeruginosa

3例にEfbecalisが 検出 され ていた ことが指摘で きよ

う。

慢性複雑性尿路感染症での細菌学的効果をみると,

Efaecalisで38%,Paeruginosaで0%と 菌 消失 率

は低 く,ま た投与後出現菌で もEfaecalisとPaer-

Uginosaが 全体の64%を 占めinvitroの 成績 と一致 し

ていた。急性単純性腎孟腎炎 と尿道炎症例の主治医判定

では100%の 有効率 が得 られた。われ われの症例数は少

ないが,急 性単純性腎孟腎炎の起炎菌はEcoliが 多い

こと,本 剤はN. gonorrhoeaeに 対 して も優 れた抗菌

力を有することから,こ れ らの疾患に対 して も有効性が

期待で きるもの と考え られた。
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Table 8 Bacteriological response to CS-807 in complicated UTI

* Persisted : Regardless of bacterial count

Table 9 Strains appearing after CS-807

treatment in complicated UTI

以上の成績は新薬シンポジウムでの全国集計の成績と

よ く一致 していた η。

副作用 は1例 に胸焼 けが認められたが,苦 味健胃剤の

服用で1日 目には消失 し本剤の継続投与は可能であった。

本剤投与前後 に臨床検査を施行 し検討 し得た症例では,

本剤によると思われる異常変動は1例 も認められなかっ

た。

以上の検討 よりCS-807は 急性単純性尿路感染症,慢

性複雑性尿路感染症ではカテーテル非留置例において有

用であると思われた。
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CS-807 IN UROLOGY
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We used CS-807 in the treatment of urinary tract infections to investigate its clinical efficacy and safety.

The subjects were : 33 patients with acute uncomplicated cystitis, 2 with acute uncomplicated pyelonephritis,

56 with chronic complicated urinary tract infections, 4 with urethritis.

The following results were obtained.

1) Clinical efficacy in acute uncomplicated cystitis, applying the Japanese UTI Committee's"Criteria for

Evaluation of Drug Efficacy in UTI"was: excellent in 23 patients, moderate in one patient ; the overall

clinical efficacy rate being 100%. In 44 patients with chronic complicated urinary tract infections : excellent

in 22 patients, moderate in 8 patients, poor in 14 ; the overall efficacy rate being 68%.

2) Bacteriologically, 24 out of 24 strains (100%) were eradicated in acute uncomplicated cystitis and 47 of

67 strains(73%) in chronic complicated urinary tract infections.

3) The results of assessment by the doctor in change were : excellent in 2 patients with acute uncomplicat-

ed pyelonephritis, and excellent and moderate in 2 patients each with urethritis.

4) As to side-effects, heartburn was observed in one patient, but no abnormal laboratory findings.


